
これまでのキャリアや生活において、
筑波大学でよかったと思うこと

　グラフィックデザインを勉強しようと思っ

て筑波大に来ましたが、大学でいろいろ

学ぶ中で、デザインに込められたコミュニ

ケーションを意識するようになりました。そ

れで、漫画という媒体を通じて読者とコミュ

ニケーションするのが楽しいと思ったんで

す。漫画自体は子供の頃から描いていまし

たが、大学3年の時、就活するようなつもり

で、独学ながら本格的に描き始めて、現在

は、2015年から開始した「山と食欲と私」と

いう作品の連載を続けています。

　この作品は、主人公の若い女性が、毎

回、一人で山に登って、食事を作って食べ

る、というだけの話なんですけど、登山は学

生時代の友人に誘われて始めた趣味です

し、自炊をはじめて料理をおぼえたのも学

生時代。漫画には、当時の友達をネタにし

たキャラクターもたくさん登場します。だか

ら、その頃に培ったもので、なんとかここま

でやってきたという感じがしています。

学生時代の一番の思い出

　1年の時、雑誌から切り抜きをして、その

素材を使ってコラージュ作品を作るという

初歩的な課題が出されたんです。でも19

歳の青年にとっては、すごく気合が入りま

して、B4サイズで提出するという条件で念

押しされていたんですけど、絶対に目立っ

てやろうと、B1サイズで提出したんです。結

局、そんなサイズで作ってきたのは自分だ

けで、担当教官からはすごく迷惑がられま

して。でもちゃんとA評価を付けてくれまし

た。作品として、そのサイズには必然性があ

ると認めてくれたんですね。それがとても印

象に残っています。この大学はこれでいいん

だ、と思えました。自分としては非常にインパ

クトのあるものを作ったつもりだったので、こ

れで低評価だったら、多分、こじらせていた

でしょうね。

　漫画の世界ってまさに、ページが多かっ

たり、はみ出たりしていても、面白いものが

勝ちです。そういう意味で、あの時評価して

もらえたことは、本当にいい思い出です。

筑波大生に向けてのメッセージ

　筑波大ではのびのびと過ごして、いろい

ろ迷惑もかけたと思いますが、大目に見て

もらったことに感謝しています。そんなふう

に受け入れてくれる環境なんですよね。すご

く独特で、孤高の存在のような感じもしま

すけど、そういうところに惹かれる人たちっ

ていると思うんです。もっと言えば、都会よ

りも、雑音を排除して自分の世界に没頭し

て、何かを深めたいという人には向いてい

るので、ぜひとも、この筑波大の環境を活

用してほしいです。
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